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1２３ 

初歩的な認識と知覚にかかわる

一巡の英語動詞群分析

伊藤幸

はじめに

「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに災１１〔する意味場のlllijili分I1r」では，「知識」とrAL（

苫」とでも呼べる意味場の解lﾘlに努め，挟まれる様にして，「認識」にも言及，

幼児が知識を擬I1I1して行く学ｊＷの行侃を考察した。

Ｉ１１Ｉかの存ｲ１１が分かっただけでも，知識を得たことになるが，それらを穂１１１１．

Wf''1iすることで，Ｉ１ｌＭ【が，思考が発達，それと｣上に，優しさとか，ｌＩＬｌいiiiりと

か，の感情も卵|ｉえてくるともｌＨ１１ｉした。一般｢|<Iに，感情は知識|itに/ｉｉｲ「され，

l1illlｲに機能し，彫響しあってWしかになって行くことは(うまでもない。その根

ｌｌｒに認識があり，タIJAlとは知覚でつながる。

そして，その知覚の，特に視覚の意義と，史に，ｉ三諦丹の介入を考えざるを1\

ないとして「まとめ』ている。１１の1iiiの物と名Ｍ;を結びつけることが，その物

を'''1解する'１１発点であり，「fiWiの1IJW()が知識の修1(|Lとなり，より複ＩＩＩｉな思考は，

その言語による。つまり，諦冊は人'１１|たる''１級であり，言語｢I(ｊｌｌ１ｌｌｌｌｌｌｌ界の(r〈l；

は，ときに，ｊ(１１党から行助にiiるまで，大きな彩粋ﾉﾉを持つのである。

そこで，’二|に触れる物，企てを知覚するのではなく，｜=｢|､､の欲求によるとい

われるが，感↑'１:はもとより，総iIIi的には，認識にﾉﾊづく言語的II1llIIlltｿilによっ

て選択される【Ｉ能性がある。木脇では，存ｲ１Kする物ではなくて，その状態を埒

察するが，認識｢1(j意味論にとって意義があることはＪ１うまでもない１１)。

まずは，鞭'''１における物の『〈/<l;」と，その状態を，次に，Ⅱ\'１１１における〈１２

代つまり『変化』を，処には，１１及数'''１におけるnY1;，つまり『IHI係」をぢ察

し，Ⅱｻﾞ|M1にlHlして「まとめ」る。そして，’二Ｉらの〈Ｍ;や変化やIHI係を意味する

｢|助詞，あるいは目↑'1詞に，｜|Ｉ来れば，むしろi了及したい(2)。
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「勅くことを述想させる英語lliIiiiillirの意味分析」で，うねった111や起伏のあ

る地i1li，更に，人'''1の身体をIlllげた姿勢等は，〉jll途に扱うべきであるとしたが，

ここでは導入をＷこす。また「liIかすこと及び物理的変化を迎想させる英語動

詞llfの意味分析」でも別途とした方が良いとした液体や気体には，光などと共

に言及せざるを１ＭLない。更に，「爪感他の#I1illll化IIM的機能を連想させる英語動

詞１１１の怠味分|斤」で，触覚には，具体的な|M1'党をリ|き起こす意の炎｣1Aがあると

したが，結果として，視覚にBL1して，対応する炎現を′j《せるのだろうか⑯)。

存在

物l1l1i1(｣に，ある物がＥＸＩＳＴ/lir(;するということは，ある空間を，ある時間，

ＯＣＣＵＰＹ占めることである。感知''１未ないiII1，早く動いていても，小さくて

も良い。しかし，ここでは，ｉｉＩｌｉの'三1にも|ﾘ|らかな，大きくて動かない物から考

えて行く。

《有形》我らが地球の表Ⅱliはii灯と陸がWIuい，否，ガIjが陸を囲んでいる。一

般的にはＳＵＲＲＯＵＤが過|||されるが，ＥＮＶＩＲＯＮと共に畷境を連想させる。

ＧIRI)(-Ll2）は帯を，ＲＩＮＧは輪を．ＥＮＣＩＲＣＬＥは111を述想させ，史に，’11を

lMi〈コンパスＣＯＭＰＡＳＳも挙げておこう。ＳＫＩＲＴはスカートの嫌にである。

言い換えるなら，ljWilを接することにもなり，縁やIillllをjilli魁させるＢORDER，

ＶＥＲＧＥが適111され得る。ＢＯＵＮｌ)は境界を''111謝する。接触するTOUCHや，

隣接するＡＤＪＯＩＮ,ＡＢＵＴもlllえられ得る。

iijには大海原が，陸には，Ijl水や草，あるいは砂や礫，雪や氷の､;(が広がり

(IlIびる。ＥＸＴＥＮＤ,STRETCIlは線的な物にも適11]される。同様にＳＷＥＥＰ

はｹﾞﾙで一掃した嫌にである。ＳＰＲＥＡＤはi|ﾉilIIi的に覆うﾊﾟkiで，ＥＸＰＡＮＤは膨

張する意である(:ｊｏＲＥＡＣｌｌは，どこまで途するか，を衿えさせる。ｉｉｉｌｊまで達

した陸は，所々で，11111として突き11}て，ＳＩｌＯＯＴ,PUSllが適川される。

動・械物が広がるのはＲＡＮ(;Ｅで，繁茂するのはTllRlVE,ＦＬＯＣＲＩＳｌｌで

あり，ついでながら，贈殖するのはＰＲＯＬＩＦＥＲＡＴＥである。虫がlliがるのは

ＳＷＡＲＭ,ＣＲＡＷＬ,j(((群をなすのはSCHOOL,ＳＨＯＡＬ,lIli乳動物が||『がるの

はＩＩＥＲＤ,特に１|(をする狼などはＰＡＣＫ’襲おうとllvがるのはＭＯＢ，襲われ

そうなのはFLOCK，災に，；Ｉ汕，害獣，雑f1IはＯＶＥＲＲＵＮで，ＣＬＵＳＴＥＲ

は房を迎想させる。ついでながら，人がll1がるのはＣＲＯＷＤ,ＴＨＲＯＮＧで，
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緋IIL，排めくのはＩｌＵＤＤＬＥ，ＭｌＬＬ,詰まっているのは」八Ｍ，一般的に，集ま

るのは(ｉＲＯＵＰである。ｉ)<111で1;くむのはAll()ＵＮＩ),特にj〔((はＴＥＥＭである。

iilliちるのはＦＩＬＬ，ilMLるｉＭならＯＶＥＲＦＬ()Ｗである。

それも，雌ｌＩ１するのはＣＥＮＴＥＲ,ＣＥＮＴＲＡＬＩＺＥ，111にはＣＯＮＶＥＲ(}E,ＣＯＮ‐

CENＴＲＭ､Ｅである。点ｲl;するのは、点を}｢つＤＯＴ,飾り鋲を打つＳ'1,Ｕ[)で

ある。撒き散らすＳＴＲＥＷは一lIliを極うことにもなるが，散らばっているの

はＳＣＡＴＴＥＲである。宝ｲiなど１Ｍ(りばめるのはBESET，ＢＥＳＰＡＮ(ＬＥ，そし

て，文７２jlljI〕のＪＥＷＥＬも)ﾄﾞげておこう。

これらの地下に'よ，柴ｌｌ１ｉｌ<｣に，あるいは`'1,(/|;的にrijliが''1(る。１〈に1,1【たわる

のはＵＮＩ)ERLIE，ｌｚに広がるのはＯＶＥＲＬｌＥであるが，共にＬＩＥがjlillllされ

得る。そして，ノＪＵの成分は幾価にも横み１１１〔なI〕，IlYiをなすＳＴＲＡＴＩＦＹが過

''1される。そのままllu災に剥き'1Iしになるl勘合があl〕，荒〉!;(たる大地が人[|を

|)ⅡけているのはＹＡＷＮ，ＧＡＰＥである。

逆に，降起するのはＳＷＩＬＬ，なだらかにII1HI)」ZがるのはｌＩＵＭＰであろう。

どこかの|zに聲えるのはＴＯＷＥＲで,塔を述想させる。111などが岡〈野える

のはＳＯＡＲ，RIS１１，それも父配しているかの如くであるとＩ)Ｏ即ＩＩＮＡＴ１１が過

'１１される㈹１゜尖っていて野えるのはIDllAK，そのことで，｝Ｈしていることにもな

るのかＰＯＩＮＴである。桃からの姿は，先;１１１になるＴＡＰＥＲで，斜ＩｉＩｉは後退す

るＲＥCEI)Ｅである。ときに，$11(liがliii進，llllIの嫌に突き||'ているとllEETLE，

PROJECT，ＰＲＯＴＲＵｌ)Ｅだけでなく，潤い被さる(ＯＶＥＲ.)ｌＩＡＸＧが通１１１さ

れる。イ寄休(|(]姿が外に|)}1〈のはＳＰＬＡＹで，ｆ↑lUlや商1%〔に､'1てはまる、

１１１は，lli独で〈jYIHすることは稀で，集まって，あるいは，まばらにiluなる。

ALI(（，ＬＩＸＥＩよ'I'〔線を，ＱＵＥＵＥはﾀﾞ１１を迎他Ｉさせるが，形を成すということ

ではＦＯＲＭである。連なってIIl1びるＲＡＮ(;Ｅは111脈をも.Ｕ11,1:する。だらだら

と迎なるのはＳＴＲＡ()ＧＬＥである。TRENl）１１，その迎なりが，ある〃Ｉｉ１に

ｌｒｊＩかうLXである。１１１にもｌｌｉｌ(Iiがある様で(6)，Ⅲ1いているのはＬＯＯＫ，ＦＡＣＦ，

FR(ⅣＴ，史に，ｊ易1ﾘiに皿じる感をｉｌｊつＧｌＶＥ,ＯＰＥＮも適11｜され得る。ついで

ながら，後ろにあるのはＢＡＣＫである。

lIIiが伽斜するのはSLOPE,ＳＬＡＮＴであＩ)，緩やかにはSIIELVE，｜､には

PITCHである。「り坂になるのは1)ESCＥＮＩ)，ＦＡＬＬ，ｌ)ＩＰで，-12り収になる

のはASCENI),RISIB,CLIMI〕である。そして，’１１と１１１に挟まれた斜Ｉｌｌｉはトヵ

に徐々に緩やかになり，扇形に広がるＦＡＮが適川されるが，、|野へとつながっ
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て行く。そこにも，なだらかな,ｕｋがあI)，収(幽期の変!'Ⅱが瓜に波打つ様に，

瞬ｌ１Ｉｌ，賊似，共にＲＯＬＬ,ＵＮＩ〕ＵＬＡＴＥがjIijlllされる。＋･〃’’１１のＭｉ線が波

の隙に述なる様はＷＡＶＥである。

《無形》(7)峡谷からの流れIjk，ここでは|||となり，111形に合わせて，うね

る。水が流れるＲＵＮも週''１されるが，’'''がり〈ねって進むのはＭＥＡＮＤＥＲ

で，ＳＮＡＫＥ,ＷＩ８ＡＶＩ》ＲＡＭl)ＬＥも挙げらｵlる゜大凡，をきつくなのＷＩＮＤ，

CO1L,ＴＷＩＳＴ,ＣＵＲＬも週11｜され得る。i71jllllする，のはＣＲＯＯＫ，ＲＯＵＫＤ，

ＣＵＲＶＥである。こ｜ｌらはま/こ，｜||や'１１森の一本道にbjllijIllされるが，iillmi的

に('|；られた直線的な街路はＭ１|で，’'11がるのも，IiTIIillする}}ｌｉＮＤ,ＶＥＥＲである。

ときに，放射状になり，ＲＡＩ〕IＡＴＥが週''1される。iii路が続いていることと，

既逃した大地が広がることとＩｊ，ほぼ同様に|M(われる。

ついでながら，つる草の11{える様にも，111や道の表U,Iが適川され↑りる。更に

ＣＲＥＥＰ,ＣＲＡＷＬが，ＴＲＡＩＬにCLIMl〕もjlXj川される。枝と同様にⅢDiiるの

はIlUSI1,ＳＰＲＡＷＬであり，先端部が，しっかり，つるんでいなければ，髪

の毛やM(の嫌になるか。Ｍ(は風に|ﾘ(かれ，ときにビシッとＷＨＩＰ，チラチラと

ＦＬＩＣＫＥＲの他，腱の毛とlTilMIiにilTiれ~ﾄﾞがりＦＡＬＬ，ＦＬ()Ｗが，そして，戦

ぎ，なびき，ＦＬＹ，ＳＴＲＥＡＭが適１１１される。

陸とiiljは空とも接するが，iii〈の地平線、ノklz線で知ることになる。ノ〈侯に

よって，ときに，その線は桁|ハｌＥＲＧＥが，あるいは，。$が二k丁をなしＢＡＮＫ

がjKjIllされる。山に，浮き雲が''１を覆うか`。湖う，にしてもＴＯＰはIljI2を，

ＣＡＰはⅡ|子を述想させるが，そｌｌが，雪であるi1J能|(|もある。

勝やIHIも含めて，辺り－illiをｉｎうことには，顔をヴェールでのＶEIL，マス

クでのＭＡＳＫ,身体を衣服でのlNVES'1,,CLOTHEリマントでのＭＡＮＴＬＥ，

ＣＬＯＡＫ，史に，総lJi(１１にＷＲＡl)が週I|'され↑()ろ。‐股的にはＣＯＶＥＲであ

るが，隠すＨＩＤＥ，それも葱lxl(l<jなＣＯＮＣＥＡＬの意をも持つ。ｌ｢ilじiYlうので

も，ｌｌｌけ布などでのI〕ＲＡＰＥは飾る意である。

－－.ﾉﾉ，海岸は，波が打ち器(」て掴う゜ill'で人きぐ，うねるのはＳＷ１ｉＬＬ，そ

れがlIllし寄せるのがＳＵＲＧＥ,逆巻くのがＲＯＩＬ,砕けるのはBREAI《である。

漣が'1つのはRlPI，LE,ＲＵＦＦＬＥである。一般的にはＷＡＶＥが通111されるが，

人波を立てるl〕IILOWは，その激しさ故に，渦巻くXlXl〕Ｉｍｌｒつ。その渦を巻く

のはＷＨＩＲＬ,ＳＷＩＲＬ,ＥＤＤＹである。１Wけた波は泡立ち，ＦＯＡＭ，ＦＲＯＴＨ，

ＳＰＵＭＥが適川されるが，一般(1<)にはＢＵＢＢＬＥであり，ひとつの泡も意味す
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る。ついでながらＬＡＴＨＥＲは，特にイi験にlHlしてである。ＣＩＩＵＲＮは泡立つ，

渦巻く，のｌＩＩ１ｊ怠を持つ。

波立つ，渦巻く，泡立つ水lIliは別，鏡の|j(iな水111iでは，良く分かること，光

を反坏|して物を映す。REFLECTであるが，ＲＥＶＥＲＢＥＲＡＴＥと共に，音に

も週111される。それでも水111に入った光は１１１１折する。DEFLECTである。大

凡物は乱反艸Ｉして'三|に映ずるが，ここでは、１ﾘlるい|ﾘTでも'二|立つ，強く反射

する光も含めて，光を発することを考えよう。

太陽などはＲＡＤＩＡＴＥであるが，ＢＥＡＭは，むしろ，その光束を連想させ，

ＳＨＩＮＥは，そのi1iWきで'二|立つなを持つ。光を放つ，ということではSHOOT，

ＳＨＥＤである。ピカッ，ギラギラと強く光るのはＦＬＡＳＨ,ＧＬＡＲＥで，キラッ

とはＧＬＡＮＣＥと金属的なＧＬｌＮ'1,か。キラキラは，尼のＴＷＩＭ〈LE，火イピ

のＳＰＡＲＫ(-LE)，金属的な（)LrI､Ｔｌ１Ｒ，Ｌｕに(】ＬＩＳＴＥＮであろう。チラチラ

は，炎でもあり得るＦＬＩＣＫＥＲに，ＧＬＩＤＡＭ,（ルIMMER,ＳＨＩＭＭＥＲである。

ＧＬＯＷは，夕{1など燃える様に，’１つ，’'1熱してギラギラでもある。ついで

ながら，炎も含めて，チラチラはＰＬＡＹでもある。

光は燃える炎をも１１１if〉jくし，ＬＩ()1{Ｔは，火がﾉ!､(き，輝き，物を１１<(らし，Ｉﾘ|る

くする意を持つ。ついでながら，艶が''１るのはＰＯＬＩＳＨである。そして，炎

は煙を伴うこともある。煙は，パときに炎も，既述した，つるr1YのhⅡ〈動き，

'11嫌な表現が通''１されるが，ljUにＲＯＬＬ,ＷＲＥＡＴｌＩＥも加えておこう。

光はlﾘ1るく!!(1らすだけでなく，陰影をも('IHI)I|}す。夕日が西空を，種うのは

SUFFUSE,拡散するのはＤｌＦＦＵＳＥであるが，そのIJI，影法illliは，つる草の

ＩｊＩｉに，（I|'び，這い，激しく幼く・）１１ﾘ|かりでも|（{'1(の|:などの斜iliiでは同じこ

とが起きる。光と|両I様に険を投じるのはＣＡＳＴ，藩とすのはＦＡＬＬである。

陰影を作I)，１１冊〈するのはSl1AI)E,ＳＨＡＤＯＷであるが，影がチラチラする

のもＦＬＩＣＫＥＲである。影絵遊びは楽しかろう。

変化

地球は，太陽系の第３窓ｊｌｌとしてＲＯＴＡＴＥ・ＲＩ３ＶＯＬＶＥ，締llzなどしてい

ない。そして昨炎ｌｌｌｉを外皮，つまり地投で（1Ｗ.)ＣＲＵＳＴ，その」2に乗ってい

る陸地は，（1'''1かであれ，’'１と｣1$にTiiみ，111のiMiIlの様に，海岸線は変わる。

《循環》:8：太陽がRISE,ＣＬ１Ｍｌ〕／ＳＥＴ，ＳＩＮI(，で，｛Ij日，くり1がＢＲＥＡＫ，
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夜がＦＡＬＬ,交ｌ[に呪われるのはＡＬＴＥＲＮＡＴＥである。ｉＷ１６ＦＬＯＷ/EBB，

ﾉ］もＷＡＸ/ＷＡＮＩＡで，ときに、大体はiU(すECLIPSIi（〕llUきる。ＲＥＣＵＲ

はIliび起きることから繰り返す蔵も持つが，季節が巡ることにはＲＯ'1,ＡＴＥ，

ＲＯＬＬが適111される。

その｣U球を包む人気が，気象を(１１１り||'す。多様化するのはDIVIBRSIFYで

ある。Ａ１(みのi:IIiも，１:ljlUlに入り，度を越して，風と共に荒れiliうと，，r水も根

こぎになるか。ＵＰＲＯＯＴである。荒海のﾊ}なら，のたうつＴＯＳＳが週)'１され

る。ペンキや雌などが，はげ蕗ちるのはPEEL,物が，はじけるのはＳＰＲ（G，

バラバラになるのはＰＡＲＴ,ル'1が１１MれるのはＢＵＣＫＬＥである。総|ﾙ的に，機

能しなくなる１１，１に壊れるのはＢＲＥＡＫで，ハ}ならjMli破するWRECI《が週111さ

れる。家などがlDlllるのはＦＡｌＬ,ＣＯＬＬＡｌ〕ＳＥである。

測っていた物がlliら｣ゐげら机た如く，iljが112むことに()ＬｌＦＴはjUmlllされるd

SUBSII)Ｅは風|:ljなら肺ま|)，洪水ならリ|き，地輪なら沈|､､することを意味す

る。’１mなら挑み，jiiなら陥没するのはＳＡＧで，兀気をなくす趣も持つ。風な

らIVliまり，水なら染み込み，jlM%や建物なら比卜するのはＳＩＮＫであろう。

水が染み込むのはPlON1iTRATI1,拡散するのはPERMliA'111,1m｛|#が緩むの

はＬ()ＯＳＩｉＮである。沈泥が流れを塞ぐのはSILT，$,IilIL，淀むのはＳＴＡＧ

ＸＡＴＥで，腐る嵐も持つ。

季節が変わって１１Iij01に人っても、度を越して太陽が'1<１１)続けると''1111iになる。

iM1奥や水位がlzがるのはRIS11,卜がるのはＦＡＬＬであるが，ここでは，洲度

と水位は比例しない。貯水池などが空になるのはＥＭＰＴＹ，ＩｉＶＡＣＵＡＴＥで，

カラプノラに二|:｣ZがるのはＰＡＲＣｌｌである。Ｌｕに，沈泥などが>l211Iilまl〕になる

のはＣLOT,擁が入るのはＣＲＡＣＫ,ＣＨＡＰ,欠けるのはClllP，ポロボ[jにな

るのはＣＲ［MIlLE,Ｗ)々はS111VERを挙げておこう。

〉|:が流れると，砂lﾀﾐの為に，iiiijをつけるＳＴＲＥＡＫ，ＳＴＲｌｌ〕E，史に，ｌi[にす

るＤＡＰ[〕LE,Ｍ()T1､ＬＥが適川され得る。ｈｌｉ物が，萎み，菱れるのはwILT，

ＷＩＴＩｌＥＲで，血にＦＡＩ)Ｅ６ｌｌｌえておこう。ところで，１(<がし，１(《げるＳＥＡＲ，

SCORC11も，この世を持つ。瓜が強くなり新鮮になるのIjFRESlll水で，ｉｉｉ

び，l1i:水池は水がiiMiたしREPLENISHが週１１１される。

ⅢilUlとIMilUlをｌｌｊつ熱卜ＩＩｌとは対１１<(的な極寒のIuでは，寒川lに入ると，流れさえ

もill〔てつき，１１１１(liなどがカチプノチに1111るのはCRISPである。’２Wが降っても，

強風が，吹き寄せ、｜りくきiliMまるのはDRIFT，lzJxの様にＩｉＩｉ１ｎなるのはＢＡＮＫ，
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しかし，ＩＭＩ,{の故にlHilまるのは，乾lUIのlHにも通11ｌされ｛MるＰＡＣＩ〈，ＣＡＩ〈Ｅ

である。ノMiriUi;などが破裂するのはＲＵＰＴＵＲＥである。

イドが近づき，父(候が緩むのは(ｉＩＶＥである。雪や氷が瀞けて，熱｛ＩＩＰの|:ljIU1

の如く，ぬかるみを歩き，泥水を縦ねかすのはＳＬＯＰ，ＳＬＯＳＨで，ＳＱＵＡＳＩｌ

は，そのIIljの汗を強調する。花が'1)くき乱れ，新緑の峡となると，色が，背が，

匂いが変わって(ｊ〈。ＢＥＡＬＴＩＦＹが適''１されるか。何もかもが/|{き返り，ｉｉｌｌｉ

父(づく。ＱＵＩＣＫIDN，ＬＩＶＥ】である。

（共通》広い地域に渡って，今迄，述べた様な，ある父(象がiXlうのも

SWEEPであり，笈，勝，夕闇などが立ち込めるのはＢＲＯＯＩ）である。その

－疋1ＵｌＩｌｌｌ続いた犬候がIbilれるのはＢＲＥＡＫであるが，そのＩiiiに，荒犬が脚ま

るのはＣＡＬＭＪＵＬＬ,Ｓ１､[ＬＬ,ＱＵＩＥＴで，ｉ１ｌｌ々に，を強訓けるのがＭＯＤＥR‐

ＡＴＥ,ＥＡＳＥで，－．'1$的にはＲＥＭＩＴであろうか。ＳＥＴＴＬＥも通''１されるが，

l炎なら収まり，液体や女(体なら浦み，霧なら下にilIi6I)，１１tい物は人地に嵌ま

り，その人｣山は沈ﾄﾞする。

｜､・がる，のでもＦＡＬＬは，勢いに当てはまり，太陽は沈み．ｌ:|:iは降り，ノｋ

(,'１，７MⅡI，ｌｉｌ６ｌ､・がり，人Iluは慨iWIし，立っている物は|f'|れ，」zから文えられ

ていた物はiiiiれ,それぞれの元々を考えさせる。反刈に，郷いを持つのが

ＲＩＳＥで，太陽，１hV１，地ｌＩｌｉなど，浪ていた物は立ちｌｚがりハメっていた物はＩｊＵ

に，であＩ)，水(,１１，Ⅲi{度，風IRI:i，粉は，どうなるか，台.うまでもない。

ｌＩｌｉらむＳＷＥＩＬは「ふやける」につながる。ＭＡＣＥＲＡＴｌｉであるが，ｉｌ虹せ

る趣も|J1つ。破々になるということか。ならば，艶も怠し':するRUFFLE，

ＲＵＣＫをﾉﾎﾟげておこうＣＣＲ［ＳＨはハンカチを難くちゃにする道も持つ。収

縮ということでは，「Gがi↑を引っ込めるＲＥＴＲＡＣＴを挙げておく。

総llIi的に，liIjMiを考えざるを得ない:9:。ハf少するのはＤＥＣＲＥＡＳＥで，徐々

に，であるが，Ｉ)IMINISIIにはﾀﾄﾉﾉが働くか。LESSENも，ＲＥＩ)ＵＣＥ６ｌ１ｌｌ

えざるをi\ない。低くはＬＯＷＥＲ，短くはSIIORTI1N，小さくはI)ＷＩＮＤＬＥ，

狭くはＮＡＲＲＯＷ，ハii〈，キl1l〈はＴＨＩＮ，リリ〈はＷＥＡI〈ＥＮ，ＡＢＡＴＥ，ＡＩＬ，

浅くはＳｌｌＡＬＬＯＷ，ひりりくはＤＥＩ２ＳＣＡＬＡＴＥであろうか。

」杣ⅡするのはｌＮＣＲＥＡＳＥで，111け算を意味するＭＵＬＴｌＰＬＹも)ﾄﾞげざるを

１Mないか。（(１１Ⅱするのは（ＲＥ.)I)ＯＵＢＬＥである。，lfli〈はIIEIGllTEN，ｌ迄〈

はＬＥＮ()ＴｌＩＥＮ，ＥＬＯＮ(;ＡＴＥ，広くはＷＩＤＥＮ，ＢＲＯＡＩ)１１Ｎ，人きぐはＥＮ‐

ＬＡＲＧＥ,１１（，太く，１MＫはＴＩｌｌＣＫＥＮ,強くはＳＴＲＥＮＧＴＩＩＥＮ,ＴＯＵＧｌＩＥＮ，
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深くはI)EEPEN，強烈に激しくはINTENSIFY，史にＥＳＣＡＬＡＴＥもﾉ1Ⅱえて

おこう。

辺り－.ilIiが，夜になることも含めて，llilf〈なるのはBLACKEN，ｌ)ＡＲＫＥＮ，

ＧＲＡＹであるが，その１%(１人|を述想させるＣＬＯＵＤ，ＦＯＧも週１１１される。光景

などが，ぼや1ナる1)ＬＵＲ，パリ'1%〈なるＤＩＭ，刃物などが鈍くなるＢＬＵＮＴ，更

に，広い怠を持つｌ)ＵＬＬにつながって行く。１１体的に，）１が腕になるのは

ＰＡＬＥである。対|Iするのは，ｌﾘ|るくなるＢＲＩＧＨＴＥＮ，ＬＩＧ}rl､ＥＮに"l1え，

鋭く，」ＭﾘlになるＳｌｌＡＲＰＥＮを雛げても良いだろうか。

ＣＯＬＯＲは一般｢1ﾘに着色する底であるが，対1ＩするDISＣＯＬＯＲは色腿せる

意で，ＦＡＤＥにつながって1j:〈。太陽や風iljにlliiすのはＩｉＸＰＯＳＥで，その結

果でありｉＩｌるが，その意を持ちつつ，漂'4Ｉするの'よＢＩ｣ｉＡＣＨである。ljUに

ＢＬＡＮＣ１｛も挙げておこう。その色を強調するのはWIIITENである。ついで

ながら，ＹＥＬＬＯＷはlIf色になることで，菰ばむことも含み，ＳＡＬLOWは，

lill色が恐いことである。

光沢が鈍るＴＡＲＮＩＳＨは，iiljれてか，それとも，金属であれば，』'iびたの

かもしれない。それならＲＵＳＴを準げざるを１冊ない。鉄分が多いと，猷色に

も過IllされるＲＥＩ)I)ＥＮである。ｌｌｊ５食するのはＣＯＲＲＯｌ)Ｅで，BITE6jlXillI

される。化`YWjには，酸化するＯＸＩＤＩＺＥを聯げざるを↑!}ない。

空文(に触れて変『(し，新鮮でなくなるＳＴＡＬＥは，ｉＹＩｉなど，女(が抜ける意

を持つ。すえるのはＳＯＵＲ,|ム〈，台なしになるのはＳI)ＯＩＬであるが，当然，

腐るＲＯＴの愈もlljつ。腐敗することではＰＵ１､ＲＥＦＹ，腐食すること(〕含めて

FES'1,ER，!』UにI)EＣＡＹも挙げておこう。ＤＥＣＯＭＰＯＳＥは成分が分１Ｗするこ

とを強洲する。

一〃，イI効に機能して，箙iiliするのはＢＲＥＷ,発酵するのはＦＥＲＭＥＮＴで

ある。水ﾄｲを使１１１に適する様にIIIiらし，｜古れるのはＳＥＡＳＯＮであるが，広

く，なれる，熟す通を持つ。肋・械物の成熟も含め，熟l戊するのはRIPEN，

ＭＡＴＵＲＥであＩ)，ＭＥＬＬＯＷは熟して職かになることをli1i;1Mする。’1,1（に|兇)し

てならＳＷＥＥＴＥＮが週'１１されるか。ついでながら，ワインなどにUL1して熟成

するＡＧＥは，殆どﾂR気に触れさせないでｆｌｉ)1を経ることである。

総liIi的に，人|跡，瓜|:|:iにll1liさｲLることで，変色，lIiI化するのはＷ]:ＡＴＨＥＲ

である。没食の他，腐食も江味するのがＥＲＯＩ)IDで，ＥＮＣＲＯＡＣＩｌは住略す

ることから，ガIjや111が浸食することに適川される。￣|<を''１１ることから，｜､､の方
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を浸食するのはＵＮＩ)ＥＲＭｌＮＥである“ＷＡＳｌｌも，人ＩＵをijMM物扱い，洗Ｍ１

し過ぎて際減させ，｝ＩＩｆや穴を野つことにも適川される。

’１１１１('1を('|;るのはRECESS,穴をiﾘlけるのはＰ[ＴⅢ｝lOLH，それも，lllIi穴なら

ばＣＡＶＥ，判り''1〈のは［ＩＯＩＬＯＷである。そして，岩などに，メLみをつける

のはＲＯＵＮＤ,1〃)らかにするのはＳＬＩＣＫ,ＳＭＯＯＴＨ,平らにするのはＬＥＶＥＬ，

ＥＶＥＮ，ＦＬＡＴＴ１１Ｎであるが，その反対に，ザラザラにするのはＣＯＡＲＳＥＮ，

ＧＲＡＮＵＬＡ'1,1)で，災にＲＯＣＧＨＥＸは'1Ⅲ凸までも含む。ギザギザにするのは

ＪＡＧ,ＳＥＲＲＡＴｍで，STEEPENは峡谷を史に険しくする。

こんな気恢・瓜|鴬のＩｌ１で，肋・械物は適応して行く。融jlljl'1§を以てはＡＣ

ＣＯＭＭＯＤＡＴＥ，朶軟にはＡＩ)APT，了[ﾉﾐしてはＡＤｊＵＳＴである。↑''１れるこ

とを強ilＩするのはＡＣＣＬＩＭＡＴＥで，ＮＡＴＵＲＡＬＩＺＥＭｌ１えておこう。これら

は進化するＥＶＯＬＶＥにつながって行くのだろうか。でも，それは，突然変異

するＭＵＴＡＴＥによるのであろう。

関係

複数'１１１に〃ｲﾋﾞするのが，｜H1係であるが，既に，今迄のIU(述の''１にも，，該当す

る衣』Mが几つかる。ここでは-:荷ＩＭＩを，それも，1,1,j行が近づいて行って，どう

なるか，を糸１１にZ･えることにしようMoi。

《位置》近づくのはＡＰＰＲＯＡＣＨで，ＡＰＰＲＯＸＩＭＡＴＥは，むしろ意味

的接近であり，ＣＬＯＳＥは'''11柵を狭める意である。ＮＥＡＲ６ﾉﾄﾞげておこう。こ

れで，やっと，’19係を認識することになる。両行が|ｎ|力|「jlにｌｒ１１かつて進んでい

るのなら，マラソン競技を迎想させる。

リレー競技の様であれば，一方が委ねるＣＯＮＳ１ＧＮと，他〃が111継ぎする

ＲＥＬＡＹがjjmlllされる。取って代わるREPLACEljL11iなる後続の意が強く，

代lll1するのはＳＵＩｌで，一般的に，ｌＩＭって代わるのはI)ISI〕ＬＡＣＥ，ＳＵＩｌＳＴｌ‐

ＴＵＴＥである。ＳＵＰＥＲＳＥＩ)Ｅは改善をl1Ff示し，ＳＵＰＰＬＡＮＴはiii略によるか。

後を継ぐSUCCEEDは，ＦＯＬＬＯＷ，ＥＮＳＵＥの嫌に，【'1に，１１１(iliらとしての場

合もありiりる。

以１２を含めて，様々な状況でのllI合いを考えると，まずは，おﾉLいに彩響し

あうだろう。ｌＮＦＬＵＥＮＣＥがiXjIi1されるが，ＬＬ体的にはＡＦＦECTで，ＯＰ‐

ＥＲＡ'1,1ＤＭⅡえられ↑(｝るか('１)。ＩＮＴＥＲＡＣＴは|Ⅱﾉ【性を｝i11v,１１．ろ(１２)。そして，
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引き合うのはATTRACT,'又発するのはREPELである。

ｌＩｌｌｌ激に反lLiするのはＲＥＡＣＴであるが，ここでは，より接近することだけ

を觜えれば良いか('〕)。でも，｛iilらかのllI1lI1で逸れたとしよう。万li1を変えるの

はＶＥＥＲ，それも急に，はＳＷＥＲＶＥである。||<,Iiiiに逸れる，それも水越から

ならＳＴＲＡＹ,ＤｌＧＲＥＳＳで，ili常からだとＤＥＶｌＡＴＥ，それも，Ｗ〔藩するの

はＬＡＰＳＥであろう。iiiなる分岐はI)IVERGE,光に関しては，既述した皿り

ＤＥＦＬＥＣＴである。

結果として避けることになり，傍らを通り過ぎることになるか。しかし，そ

れが，）,j(めたり，膿ることになると，jliしる可能|'kもI|}て来る。ついでながら，

ときには，あること，引'１}かるHITCI{,ＨＯＯＫを挙げておこう。

そんなで，まともに衝突する口I能|'|;もある。ぶつかるのはSTRII（IAHIT，

ＫＮＯＣＫであるが，激突するのはCOILIDEで，ＣＲＡＳＨは人音響を||冊示し，

ＣＡＮＮＯＮは火砲の様にである。ＨＵＲＴＬＥは激しい勢いと断を強調し，不一

致の意も持ち，lIl1し合うことも暗水するか。

一万，穏やかに接近してllI合うのは，広い意を持つＭＥＥＴを挙げておこう。

ＥＮＣＯＵＮＴＥＲは１１}くわし/こ’H，立ち|('１かう意も持つ。随(》|（するのはＡＣＣＯＭ

ＰＡＮＹで，必然的に伴うのはＥＮＴＡＩＬである。後ろから，付いて↑ｊ〈，付き

纏う，史には，１０(り付くことも考えられ得るか。妄想などがI|Yり付くのは

SPOＯＫ，ＨＡＵＮＴ，ＰＯＳＳＥＳＳである。

接する，ということになると，既述したｒｊＩＷｌ;」での股|)|]につながって行く。

見方によっては，〕Ｅなる（ＯＶＥＲ．)ＬＡＰ，あるいはiliiぶ，ことにもなる。多数

だと，と集まる，ｌｌ１がる，で，物によっては，種う，ｌＪｒｌむ，包む，更には，満ﾌﾟﾆ

す，満ちる，塞ぐ，等であろうか。

接する，にしても，噛み合うことになると歯jliを連想させるか。文字通りの

ＧＥＡＲが適川されるが，網のlZlを連想させるＭｌｉＳＨも過)'1される。ＢＩＴＥは

歯を，ＬＯＣＫは錠あるいは鍵を連想させる。ＥＮＧＡＧＥもﾉﾄﾞげておこう。密着

度を強調すれば，」2などが，ldjlまる様にはＣＯHERE,固着するのはＡｌ)IIEＲＥ，

更に，一般的に，くっつくのはＳＴＩＣＫか。ついでながら，癒着するのは，

ＣＯＡＬＥＳＣＥで，つながることになる。

くっついてもＣＬＩＮＧは，むしろ，illiり付く，純い付く，であろう。既出の

ＷＲＥＡＴＨＥは，絡み付くか。ついでながら，ここに，巻き込むＩＮＶＯＬＶＥ

ＥＭＢＲＯＩＬ,ＥＮＴＡＮＧＬＥを雛げておこう。結果として，縫れることになり，
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結び目の」(Ⅱ〈ＫＮＯＴ，ドアマットのhllくＭＡＴ，史にＳＮＡＲＬ，ＴＡＮＧＬＥがIⅡ

えられ得る。

これらは対象が異なると，「混ざる」ことにはならないだろうか。ここでは

ＡＩ)ＭＩＸ,ＣＯＭＭＩＮＧＬＥをﾉﾄﾞげておこう。その結果，「ごたまぜ」になるのは

ｊＵＭＢＬＥで，ｌＵ[111の群がるＨＵＤI)ＬＥにつながって行く。虹に，液体や気体

ならば，浸透・拡散することにまでならないだろうか。

《意味》既に，いくつかの位ImlH1係に，意味関係を兇い'|{せるが，先行す

る物は前兆となるｉｌ能性がﾉ〈きい;1$)。占い，１?'j，合図を連想させるＡＵＧＣＲ，

BETOKEK,ＳＩＧＮＡＬがjl1ijlllされる。意'１ﾉﾄﾞlﾉ]容にlll1して，文語的なＡＤＵＭ‐

ＢＲＡＴＥ,ＰＯＲＴＥＮＤ,ＰＲＥＳＡＧＥもﾉﾄﾞげておこう。ＦＯＲＥＢＯＤＥはﾉ〈凡，凶

!)iを，災に，広く，ＦＯＲＥＣＡＳＴ,．TELL,‐ＳＨＡＤＯＷも川Iえられ得る。

sigllはsigllalよりも広い意を持つ様に，ＳＩＧＭＦＹは前兆だけでなく，よ

り多くの怠味をlﾘl氷する。ＥＸＰＲＥＳＳは前兆の他，象徴であることも教示す

る。象徴するのはSYMBOLIZE，ＲＥＰＲＥＳＥＮＴである。象徴でなく，特徴を

'(すのがＣＨＡＲＡＣＴＥＲＩＺＥで，ＭＡＲＫ，ＴＹＰＩＦＹは両意を持つか。１J[Iに，

ﾘ'し型であるということではＩＮＣＡＲＮＡＴＥも挙げておこう。

言葉に関してはＭＥＡＮが教えてくれるが，祀り．などを含めてはDESIG．

ＮＡＴＥで，特にIli譜にＩＨＩして血又了:通りの意味を示すのがDENＯＴＥで，

ＣＯＮＮＯＴＩＤはそれ以外の，含まれる意を教える(臆)。

文字や文や文章に関して，書いてあると教えるのはＲＥＡ、で，比I)細りに，

Ｆ１っているとＳＡＹ,ＴＥＬＬも適１１Ｉされ，こう続く，行くとＣＯ，ＲＬＮが力[|わ

る。SPEＡＩ〈もlⅡえられ得るが，より広く，徴候を教えるＩＮＩ)ICＡＴＥ,含まれ

る意を教えるIMPLY,Till拠を示すTESTIFY，ＥＶＩＤＥＮＣＥなどの意も物語る。

スペルは綴られた結果のこと，そこでSPEILは結果になる厳を持つ。ついで

ながら，これは，分量に関して，ＡＭＯＵＸＴにも11てはまる。

そして，その数([(〔を示すのがＲＥＣＯＲＤで，ＧＩＶＥも挙げておこう。体重は

ＷＥＩＧＨ，SCALE，その他の度鼓衡はＭＥＡＳＵＲＥであるが，高さはＳＴＡＮＩ）

でもある。総計ではＴＯＴＡＬ,ＡＧＧＲＥＧＡＴＥを挙げておこう。数(111〔では表わ

せないIIlli値はDESERVE,ＭＥＲＩＴである。どんなＩ｜鼎だちか，数に救えられ

るのかどうか，どんな２|;か，どんな頑さか，は，それだけでＩＴＩ要なこと，そこ

で，ＦＥＡＴＵＲＥ,ＣＯＵＮＴ,ＭＡＴTER,史に，今，ｉｄしたばかりのWElGHは，

それだけでも，その意を持つ。災にＳＵＦＦｌＣＥも同様，十分かどうか，の尺度
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が適川され，既''1のＡＢＯＵＮＤにつながって行く。

一方，欠けているのはLACK,ＦＡＩＬであり，だから，欲する意まで持つの

がＷＡＮＴである。必笈であるのはNEED,NECESSITATE，だから，要求す

る意まで持つのがＲＥＱＵＩＲＥ,ＤＥＭＡＮＤである。ＥＸＡＣＴも挙げておこう。

ついでながら，欠けたDTをｉＩｌｉい合うのはｃｏＭＰＬＩｉＭＥＮＴである。

意味や価値だけではないが，一般的に，持つのはＨＡＶＥで，ときに，含む

とはいえないだろうか。全体として，含むのはＣＯＮＴＡＩＮである。ＣＯＭＰＲＩＳＥ

もDllえられ得るが，含まれる各々からすれば，全体を|附成するＣＯＭＰＯSE，

CONSTITUTEの意を持つことになる。そこで，それらの要素から成ること

を強調すればＣＯＮＳＩＳＴである。一〃，部分として，含むのはＩＮＣＬＵＤＥで，

特に，包摂するのはＳＵＢＳＵＭＥである。含まれた刀からすれば，属するＢＥ‐

ＬＯＮＧ，ＰＥＲＴＡＩＮということになる。

持っている，あるいは持つことが，ふさわしいとか，（似)合うのはＢＥＣＯＭＥ，

SUIT,ＦＩＴである。そして，訳}ﾄﾞⅡして，釣り合う怠のＢＡＬＡＮＣＥは犬ｉｌｌｉを，

ＩｌＡＲＭＯＮＩＺＥ,ＣＨＩＭＥは音楽を，ＣＯＯＲＤＩＮＡＴＥは筋肉ｲ１１互の動きを巡想

させる。ＳＱＵＡＲＥはilh〔ﾉｲ1に交わるがhll〈，ASSＯＲＴはlzTH〈分1Wiするが故

に，説}「1|するということか。更に，一致するのはＡＣＣＯＲＤ，CORRESPOND，

CONSORTである。ＡＧＲＥＥは怠凡の一致だけでなく，適行する意もｌｌｊとつ。

適合するのはAPPLY,ＣＯＮＦＯＲＭであろうか。

これらの意を持つにつけても，匹敵する，負けない，という意を強訓Ｉするの

がＭＡ'1,ＣＨ,ＲＩＶＡＬである。また，寺しいことでPu敵することを強調するの

はＥＱＵＡＬである。比較するＣＯＭＰＡＲＥも，匹敵する意を持ち，その真意が，

ここでlⅢ示されることになる。

他力，合わない，一致しないのはDISAGREEで，ノrliYiする程にまでなると

ＣＯＮＴＲＡＤＩＣＴ，史に，既述した衝突する樫に，’11容れないのはＣＯＮＦＬＩＣＴ

である。ところで，ＣＯＮＴＲＡＳＴは対!!(1をなす意である。

その他，起iljjiに１１Mして，持っているのが，派生するＤＥＲIVE,茎をillj似させ

るＳＴＥＭ,逆戻れるということではＴＲＡＣＥ，それも，１１付に関してはＤＡＴＥ

である。これらは，今迄の記述|ﾉＷｆとは，異質の感があるが，関連があり，結

果になる，持つ，と対立する，と言えないこともない。ＩｌＭ連する，関係する，

のはＲＥＬＡＴＥ,ＣＯＮＣＥＲＮ,ＣＯＲＲＥＬＡＴＥであるが，以上，どの道，机互に

異なっているDIFFERであり，顛似するＲＥＳＥＭＢＬＥであっても，厳密には，
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災なるＶＡＲＹということなのではある‘

まとめ

llljllllを知覚することは１mである。それでも，恐らく比l1iWﾒ｣に，傍らを過ぎる

がｸⅡ〈ＰＡＳＳ，そしてＣＯ,ＵＩにＥＬＡＰＳＥが挙げられる。その速さ故に，ＦＬＹ，

ＲＵＮ,ＲＯＬＬ,ＭＡＲＣ１１６週１１１される。jH1らぬllllにはＣＲＥＥＰ,ＧＬｌｌ)E,SLIDE，

SLIPで．一〃，のろのろと，ゆっくりはＣＲＡＷＬ，ＷＥＡＲである。ついでな

がら，役が史けるのはＡｌ)ＶＡＮＣＥで，また．１１$'''１を対象にＫＥIDI〕，ＫＩＬＬが

週１１lされもするi'G》。

そして、ある'吟点でのこと，物が』)Aわれ，見えて米るのがAPPＥＡＲ，隠れ

てい/こことを１１１チノj《するのがいＩＥＲＧＥ,炎Miiに''１るのはＳＵＲＦＡＣＥで，ＳＨＯＷ

はlylを1JせることかじＬ(〕０Ｍはぼんやり大きく，ｌ)EERは微かに，Ｉ)IiEI〕は

脳れなからである。そして，エ}「が起こる。偶然性をⅡ汁,ｋするのがllAI)IDENで，

それも好jiliは，ＣＨＡＮＣＥである。ＯＣＣＵＲは物がりいれる意も持つ。むしろ

良くないiliが降り懸かるのはＢＥＦＡＬＬ，ＢＥＴＩＤＥで，よ{)11《〈，ｊＬ１わぬＩＩｉが

起きるのはＳＵＰＥＲＶ１ＤＮＥである。

、Uに，その''1【ili‘がIlIlMnとなり，先行するのはＰＲＥCEI)11で，ＡＮＴＥＩ)ＡＴＥ

は，その１１(､IをＩｉ１ｌｌ！,Ｉする。先触れするのはＨＥＲＡＬＩ〕,先んじるのはＡＮＴｌＣＩ‐

ＰＡＴＥである。｜iilllliに起きれば，怠兇の一致も蔵味するＣＯＮＣＣＲ，ＣＯＩＮ‐

CII)Ｅで，史に，文,r:j、りのＳＹＮＣｌｌＲＯＭＺＥも挙げておこう。後に続くのは，

IU(逃し/こＳＵＣＣＥｌ２１)，ＦＯＬＬＯＷ，ＥＮＳＵＥである。

人凡，変化が起きるのであるが，状態が変わるのはＣＨＡＮ()E，ＴＵＲＮで，

ときにはＢＥでも1ｒ,l換え'１能なのがＧＥＴ，ＢＥＣＯＭＥ,（)ＲＯＷであろう。むし

ろ好ましくない状態になるのがＧ０，９１１に，陥る意のＦＡＬＬで，好ましいのが

ＣＯＭＥである。結11,)なるのがＭＡＫＥ，ＪｉｉるのがＬＥＡI)，結果になるのはＲＥ‐

SULT，ＥＶＩ式ＴＵＡＴＥであろうか。急変する，それも好ましくない状態には

ＲＵＮで，荒々しくＩｊＴＬＩＮＧで，Ｌｕに，ＦＬＹも樅げておこう。

…〃，lliに，ある状態であるのは]〕E,ＳＴＡＮＩ),ＬＩＥであるが，｝ｌｊ統すると

｣上に，その状態のままでいるのはＲいIＡＩＮ，ＣＯＮ'1,1ＮＵＥで，良い状態で，

もつ怠ら}｣jっているのがI〈EEP,ＳＴＡＹである。持続して，（〕っのはIlOLD，

ＥＮＤＵＲＦ,ＷＥＡＲ，ＬＡＳＴで，依然として残るのがSUBSIST，ＳＵＲＶＩＶＥで
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あろうか。

《注》

（１）名詞群分析の意義は，今，述べたばかり，「'41然とその｣M象にかかわる名詞群

分析」と水隅特に前１４と｣上校されたい。

（２）他動詞に，１１つ，［}動詞に，liT1-表現が機能することがあるが，そうでない場

合も含め，その関係と意稚を考えたい．

（３）聴覚に隈Ｉしては，「宵を辿ｌｕｌさせる英語助i;'i1群の意lLk分析」を見られたい。つ

いでながら，本稿は，iiijluの「動くことを」と「勅かすこと及び物Dl1的変化を」

に加え，「液体及び気体から迎想される英語助詞群の意味分析」とは一部，交

差しており，その部度，’'111Wはしないが，ｐ而複しない様に心'１}けた。

（４）線的，ilii的，立体的拡大にＩＭＩしては，「はじめに」記した「l丘感他の」の「表

情」の《筋肉》を見られたい。この後，掴う，として１４体|Ｍ１に言及する。

（５）ついでながら，風景にlHlしてＣＯＭＭＡＭ）は，見渡す嵐，ＯＰＥＮは，広々と

見渡せる愈である。

（６）擬人化あるいは比愉と内って11Lいのであろうが，認識的には，よくあること，

本稿でも，その他，多くｌ川Ⅱ}せる。

（７）流動体，つまり，液体や父(体に関する言及が多いので《11!(形》として，《<丁形）

と対立する。当然，注（３）の「液体及び父(体から」が流肋体には詳しい。

（８）ｉ}:（３）のうち「液体及び女(体から」と￣助かすことと物Hl1的変化を」に，特に，

亜複する部分が多い。

（９）語形は，形qfiiiii1そのもの，あるいは近いものが多く，認織lMjにも形容iiiilの方が

優越するWl1に，意味分ＩＩＴは|N難を極める｡

（10）言うまでもなく，どちらかが動いていなければ，話はｌｌ４Ｉｌｌｌしない。そして，注

（３）をWjび参照されたい。

（11）例えば，「M1ii1II的変化を述似させる英語Iulﾘﾉ斎i１群の意ｌＬＩｉ分析」「精ill1的変化だけ

でなく物１１M的・行動的変化を迦想させる－.述の英語IM1jiiiil群分析」を兄られた

い。

（12）接頭辞INTER-を持つ炎｣)』は，他にも多くｲＭﾐしており，ここに関わるか。

（13）例えば，「好怠的及び非好戯的'１０係・反応を述想させる英語動詞群の愈味分|斤」

「好意的及びjli好意的だけでない精神｢１１．行１１肋的反応や態唆を連想させる英語

助詞群分'17」を参照されたい。

（Ll）冒頭に掲げノー「ＫＮＯＷ及びTIIＩＮＫに!':ｊｌｉする＿の「思捲」の《ﾘﾐlUQ》での，

予言する，「ｒｌｌ(する，と溌形が，ときに，ｌｉＴｌしであっても意味が異なる。

（15）ついでながら，言語に関しては「SPIBAl《とＴＡＬＫを代表とする意味陽の分

析」「発７１f・発言・発ii1liに代友される言訴if動にかかわる一巡の英語l》詞１１『分

析」を見られたい。

（16）ついでながら，Illr計が進むのはＧＡＩＮ,巡れるのはＬＯＳＥである。
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